
石黒　御子柴さんは、テレワークに関す

るシステムなどを手がけていらっしゃる

そうですね。現在のお仕事を始められる

までの経緯からお聞かせください。

御子柴　私はシステム開発の仕事にずっ

と携わってきて、そのキャリアを生かし

つつネットワーク系のサービスを手がけ

たいと考え、50 歳を過ぎたところで独

立しました。しかし事業がなかなか形に

ならず試行錯誤していたところ、母が脳

梗塞で倒れてしまい―幸い、日常生活

を送れるまで回復しましたが、別居して

いると何かあった時に気付けないリスク

があると痛感し、それがきっかけで見守

りシステムをつくることにしたんです。

その後、コロナ禍になりテレワークが一

気に世の中に広まったことから、現在は

このシステムをテレワーク用にカスタマ

イズして運用・提供しております。

石黒　新しいシステムを導入するとなる

と、専用の機材を設定したり、これまで

の仕組みを変える必要があったりと、大

がかりになることもあるかと思います。

その点についてはいかがでしょうか？

御子柴　私の開発したシステムは、基本

的に今あるものをそのまま使って運用で

きるのが強みになっています。amazon

が提供する「AWS クラウドサービス」

をうまく活用し、さまざまなニーズに応

えることが可能です。また、ただパッケー

ジされた製品を使うのではなく、導入し

た後に困っているところがあれば、それ

を解決するような提案をさせていただく

ことも心がけています。その中で、私自

身もスキルアップができますからね。

石黒　それは頼もしいですね。中を大き

く変えなくても導入できるなら、ハード

ルはぐっと下がりそうです。

御子柴　実際、当社のお客様は社内シス

テムに大きな予算をかけにくい中小企業

様が中心になっています。今は保険代理

店を手がける方と提携し、その方が提供

するセキュリティ保険も組み合わせなが

ら、トータルでの見直しのご提案なども

行っているところです。

石黒　お客さんのニーズに幅広く応えら

れるのは、やりがいも大きいでしょうね。

御子柴　会社員時代の私が手がけていた

のは、大きなシステムの一部でしかあり

ませんでした。今は自分がすべてコー

ディネートしたものを提供できています

し、新しい技術も取り入れ続けられるの

で、とても充実していますね。

石黒　では最後に、この先の事業展開に

ついても展望を語ってください。

御子柴　当社のもう 1つの事業にモニタ

リングシステムの開発があり、現在、イ

ンターネット経由だけでなく、SIMカー

ドを使った携帯網を活用した通信パター

ンを追加し、遠方各地のディスプレイに

実装することを計画しています。遠隔地

にインターネット回線を引き込まずとも

安価にモニタリングと遠隔操作端末の設

置ができる仕組みとして、2022 年秋に

は花園インター付近の大規模モール内の

デジタルサイネージに仕掛けますので、

どうぞご期待ください。

長年のシステム開発経験を生かし
企業のテレワーク化をサポート！

コロナ禍によって世の中の IT 化がますます進
んだ印象がありますが、そこについていけな
くなっている人も増えていると思います。御
子柴さんは、そうした方々にも寄り添ったシ
ステムを提供してくださっていると感じまし
た。特に、大胆な動きが取りにくい中小企業
の心強い味方になってくれるはずです！

石黒 彩（タレント）
Guest Comment

ネットワークスペシャリスト　御子柴 博之
会社員として金融機関や消防署のシステム開発などに従
事。独立を見据えてネットワークスペシャリストの国家
資格を取得し、2017 年に個人事業主となる。母の脳梗
塞を機に見守りシステムの開発を手がけ、コロナ禍によ
るテレワーク需要の高まった現在は、同システムをテレ
ワーク用にアレンジした商品を提供している。

Company data

▲ ミコラボで開発されたモニタリングシステムは、各地
のデジタルサイネージなどにも活用されている。御子柴
氏によると「（株）アット様、（株）JD 様 と協業いただき、
展開の準備を進めています」とのこと

 Personal data

ミコラボ
〒 337-0053
埼玉県さいたま市見沼区大和田町 1-657-21
URL https://mikolabo.net
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